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南
北
米
福
地
開
発
協
会
が
一
九
九
九
年
十
月
よ
り
、

取
り
組
ん
で
来
た
環
境
保
護
活
動
な
ら
び
に
近
隣
の
イ

ン
デ
ィ
ヒ
ナ
の
村
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
に
建
設
し
た
学
校

の
視
察
の
た
め
、
パ
ラ
グ
ア
イ
下
院
ソ
ロ
モ
ン
議
長
と

と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
団
体
Ｓ
Ｆ
Ｐ
（
サ
ー
ビ

ス
フ
ォ
ウ
ピ
ー
ス
）
の
創
設
者
、
文
顕
進
氏
、
並
び
に

そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
レ
ダ
を
訪
問
し
た
。

は
じ
め
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
来
る
ゲ
ス
ト
の
為

の
各
施
設
を
訪
問
し
た
。
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
雨
の

少
な
い
土
地
に
も
良
く
育
つ
ニ
ー
ム
の
木
の
植
林
、
化

石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
最
近
関

心
を
集
め
て
い
る
バ
イ
オ
燃
料
生
産
の
た
め
、
植
え
て

い
る
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
植
林
、
ま
た
開
発
途
上
国
の
栄

養
不
足
を
補
う
為
の
モ
リ
ン
ガ
の
木
の
植
林
を
し
て
い

る
こ
と
に
特
に
関
心
を
持
ち
、
現
地
の
開
拓
責
任
者
、

中
田
氏
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
て
い
た
。

ソ
ロ
モ
ン
下
院
議
長
は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
今
迄
行
な
わ
れ
て
い
た
事
に
驚
き
、
是
非
、
近
い
将

来
、
他
の
国
の
指
導
者
を
連
れ
て
、
研
修
を
受
け
た
い

と
希
望
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
文
顕
進
氏
は
若
い
青
年

の
教
育
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
若
者
を
自
然
の

豊
か
な
環
境
で
訓
練
し
、
環
境
問
題
に
意
識
を
高
め
る

研
修
を
レ
ダ
で
行
な
い
、
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ヒ
ナ
の
村

の
教
育
向
上
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
青
年
を

送
り
た
い
と
の
意
向
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

レ
ダ
の
視
察
の
後
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
の
村
を
船
で
訪

れ
た
。
（
写
真
、
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
の
が

ソ
ロ
モ
ン
下
院
議
長
、
そ
の
右
が
文
Ｓ
Ｆ
Ｐ
会
長
、
青

い
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
の
が
中
田
氏
）

ソロモンパラグアイ下院議長、文顕進ＳＦＰ創設者一行、レダ視察（ニームの木の説明を受ける）



三
月
一
，
二
日
十
六
名
の
グ
ル
ー

プ
が
レ
ダ
を
訪
れ
た
。
パ
ラ
グ

ア
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
チ
リ
、
ウ

ル
グ
ア
イ
か
ら
の
ゲ
ス
ト
で
し

た
が
、
皆
、
保
護
さ
れ
た
自
然

の
中
で
乗
馬
を
楽
し
み
、
ま
た
、

貴
重
な
鳥
を
見
、
エ
コ
ツ
ア
ー

を
楽
し
ま
れ
た
。
環
境
問
題
に

関
心
の
あ
る
多
く
の
訪
問
者
を

レ
ダ
で
は
待
っ
て
い
ま
す

ソ
ロ
モ
ン
下
院
議
長
、
文
顕
進
Ｓ
Ｆ
Ｐ
創
設
者
と
そ
の
一
行
が
エ

ス
ペ
ラ
ン
サ
村
学
校
訪
問
（
三
月
二
日
）

学
校
長
と
の
話
し
合
い
で
、
文
顕
進
氏
は
不
足
し
て
い
る
学
校

の
調
度
品
を
援
助
す
る
事
を
約
束
し
、
学
生
に
は
学
ぶ
事
の
重
要

性
を
話
し
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
青
年
を
送
る
準
備
を
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。

上：ラパーチョの木を植えるソロモン下院議長

右：ニームの木を植える文ＳＦＰ創設者 （レダにて）



一日環境セミナー開催（大山街道ふるさと館三階）
高津地球の緑を守る会理事長を迎えて

小
向
理
美
（
青
年
）

研
究
報
告
や
ニ
ュ
ー
ス
で
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
た
び
、
近
年
の
環
境
破
壊
は
深
刻
で
救
い
よ
う
が

な
い
よ
う
に
思
え
て
き
て
い
ま
し
た
。

森
林
は
、
環
境
修
復
、
保
全
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
人
間
が
自
然
と
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環

境
修
復
に
対
す
る
希
望
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
レ

ダ
開
拓
に
お
い
て
も
、
環
境
に
適
し
た
植
物
や
、
将
来
性
の

あ
る
植
物
を
植
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
荒
地
を
数
年
で
緑
豊

か
な
土
地
に
変
え
た
こ
と
や
、
栄
養
価
の
高
い
植
物
や
、
バ

イ
オ
燃
料
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
将
来
に
対
す

る
希
望
を
感
じ
ま
す
。
豊
か
で
恵
ま
れ
た
環
境
に
生
ま
れ
た

私
た
ち
は
、
恵
ま
れ
な
い
環
境
に
生
ま
れ
た
人
々
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
し
、
教
育
し
、
共
存
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

照
屋
愛
子
（
婦
人
）

地
球
温
暖
化
に
よ
る
、
生
態
系
の
危
機
、
そ
し
て
、
森
林

が
伐
採
さ
れ
る
事
に
よ
る
、
生
態
系
の
危
機
を
午
前
中
お
聞

き
し
、
一
本
の
木
を
植
え
る
事
に
よ
っ
て
、
生
態
系
の
危
機

を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
事
を
、
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
レ
ダ
開
発
、
一
九
九
九
年
か
ら
出
発

し
た
、
開
発
が
今
日
見
違
え
る
程
に
、
姿
を
変
え
、
現
地
の

人
々
と
の
交
流
、
そ
し
て
現
地
の
人
々
に
、
物
資
援
助
を
し

な
が
ら
、
希
望
を
与
え
、
先
進
国
で
受
け
た
恩
恵
を
現
地
に

与
え
る
事
で
、
自
然
の
中
に
、
先
進
国
が
抱
え
て
い
る
、
多

く
の
問
題
の
解
決
の
要
素
が
あ
り
、
今
の
日
本
の
若
者
に
も

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
通
し
て
自
然
に
触
れ
る
事
で
も
っ
と
も
っ

と
心
を
豊
か
に
で
き
、
夢
や
希
望
が
膨
ら
む
と
思
い
ま
し
た
。

将
来
、
息
子
（
子
供
た
ち
）
に
も
、
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
体
験
さ
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

講
師
：N

P
O

地
球
の
緑
を
守
る
会
理
事
長

高
津
啓
洋

講
演
要
点

一
．
地
球
温
暖
化
は
人
間
活
動(

炭
酸
ガ
ス
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出)

に
よ
る
影
響

二
〇
〇
七
年
、I

P
C
C
(

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル)

が
「
温
暖
化
は
人
間
活
動
に
よ
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
」
と
の
報
告
書
を
発
表
。
世
界
が
こ
れ
を
認

め
た
た
め
、
同
年
、
ゴ
ア
氏
と
共
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
、
こ
れ
ま
で
専
門
家
の
間
で
も
科
学
的
裏
づ
け

が
希
薄
と
の
理
由
で
長
年
議
論
が
続
い
て
い
た
が
、
今

回
初
め
て
決
着
が
つ
い
た
。

二
．
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収
・
固
定
す
る
森
林
が
温
暖
化
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
。
本
来
の
森
林
は
、
高
木
、
亜
高
木
、

低
木
、
下
草
の
立
体
的
多
層
群
落
を
形
成
、
緑
の
表
面

積
は
単
層
群
落
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
芝
生
の
三
十

倍
あ
る
。

↓
防
音
、
防
塵
、
空
気
や
水
の
浄
化
、
保
水
な
ど
の
環

境
保
全
機
能
も
三
十
倍

↓
温
暖
化
の
元
凶
で
あ
る
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収
・
固
定
す

る
能
力
も
三
十
倍
以
上

植
樹
に
よ
る
森
林
再
生
が
温
暖
化
に
対
す
る
抜
本
的
対

応
と
な
る

三
．
地
球
の
緑
を
守
る
会
の
活
動

①
二
〇
〇
一
―
七
年
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
て
、
半
砂
漠

状
態
の
放
牧
場
跡
地
に
二
〇
〇
〇
本
以
上
の
ポ
ッ
ト
苗

を
植
樹
、
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル(

三
万
六
千
坪)

の
緑
地
を

造
成

②
国
内
で
は
、
環
境
問
題
全
般
に
関
す
る
講
演
会
、
勉

強
会
、
森
の
観
察
会
、
植
樹
用
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
、
子

供
へ
の
環
境
教
育
な
ど
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一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー
御
案
内

日
時

二
〇
〇
八
年
四
月
二
十
日
（
日
）

場
所

事
務
局
前

大
山
街
道
ふ
る
さ
と
会
館

参
加
費

二
千
円
（
昼
食
付
き
）

研
修
内
容

午
前
中

『
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
意
義
』

地
球
の
緑
を
守
る
会

事
務
局
長戸

石
文
夫

午
後

『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題
と
未
来
』

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局
長

柴
沼
邦
彦

第８回
国際協力青年ボランティア隊員募集

南北米福地開発協会では、日本の若き青年指導者たちが、海外における奉仕活動やグローバルな

体験を通して、社会奉仕や異文化の理解を学ぶ機会が得られるよう国際協力青年ボランティア

を下記のように企画致しました。

●期 間：２００８年８月１８日（月）～９月３日（水）

※８／１７（日）：オリエンテーション・研修を行います。８／１８成田発

※後日、参加者にスケジュールの詳細を通達。

●活動場所：パラグアイ、パンタナール地域 ●活動内容：

共同植樹活動及びインディヒナの村での文化交流、 レダにて奉仕活動、自然探訪、

乗馬、釣り体験 首都アスンション訪問

世界遺産イグアスの滝見学

●参加資格：１８歳以上２５歳まで

（健康に自信のある男女）

●参加条件 ①小論文（４00字以内）提出

テーマ：「参加の動機及び将来の夢」

提出期限：６月３０日

提出先：南北米福地開発協会

②小論文に各紹介者の推薦文を添付すること

●合格発表：７月５日 直接該当者に連絡致します。

● 募集人数：７名 ●参加費用：１５万円

成田―アスンシオン往復航空チケット代は主催者が支援いたします。

（小遣い、海外保険、家から成田までの往復費用などは個人負担）

●申し込み及び問い合わせ先：南北米福地開発協会事務局 柴沼邦彦宛

ＴＥＬ：0４４－８２９－２８２１ ＦＡＸ：０４４－８２９－２８２０

Email：office@asd-nsa.jp


